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１．工場の概要 

（１）概要 
 

所在地：千葉県市川市田尻３丁目２番５号 

 

電話番号：ＴＥＬ ０４７－３７６－５４１３ 

           ＦＡＸ ０４７－３７０－０５５０ 

        

ＴＥＬ ０４７－３７６－５４１１（当日出荷専用） 

 

 

      日本産業規格の番号：ＪＩＳ Ａ ５３０８ 

      日本産業規格の名称：レディーミクストコンクリート 

      日本産業規格の種類：普通コンクリート 

ＪＩＳ認定 年 月 日：昭和 58 年 8 月 12 日 

ＪＩＳ認証番号：ＭＡ０３０７００３ 

ＪＩＳ認証 年 月 日：平成 19 年 10 月 25 日 

国土交通大臣認定高強度コンクリート単独認定取得工場 

大臣認定 年 月 日：平成 21 年 11 月 26 日 

          平成 27 年 4 月 23 日（S 値変更） 

操業開始 年 月：昭和 57 年 6 月 

 

 

 
（２）沿革 

 

昭和 56 年 12 月  千葉県市川市田尻に骨材センターを建設し、移転する。 

昭和 57 年  7 月   千葉県市川市田尻に生コン工場を建設し、操業を開始する。 

昭和 58 年  8 月   日本工業規格表示許可工場となる。 

平成 13 年  1 月  工場を新設し、製品の品質向上と安定供給を図る。 

平成 19 年 10 月   日本工業規格製品認証取得工場となる。 

平成 21 年 11 月    国土交通大臣認定高強度コンクリート単独認定取得工場となる。 
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２．工場の組織に関する事項 

（１）組織図 
 

 
 
（２）職制 

担当業務 人員 連絡先 

試験課 5 名 

047-376-5413 

出荷専用 047-376-5411 

営業課 2 名 

製造課 4 名 

出荷運輸課 12 名 

経理課 1 名 

 
（３）有資格者 

資格名称 人数 

コンクリート主任技士 1 名 

コンクリート技士 5 名 

品質管理責任者 7 名 

特定化学物質等作業主任者 4 名 

公害防止管理者(一般粉じん) 3 名 

乙種第 4 類危険物取扱者 1 名 

化学物質管理者 2 名 

社長 

 

社内委員会 

[正]品質管理責任者 

[副]品質管理責任者 

専務 

工場長 

試験課 営業課 製造課 経理課 出荷運輸課 
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供給垂直ベルコン 

受け入れ垂直ベルコン 

３．工場配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

（2015 年 4 月 1 日 現在） 

敷地面積２４６８ｍ2 N 

Ｂ 

Ｇ３ 

50 ㎥ 

 

Ｓ２
200 ㎥ 

 

Ｇ２ 

200 ㎥ 

 

Ｇ１ 

200 ㎥ 

 

Ｓ３ 

200 ㎥ 

 

Ｓ１ 

200 ㎥ 

 

Ｃ３ 

100ｔ 

 

Ｃ２ 

100t 

 

 
Ｃ４ 
30ｔ 

混 混 混 

混 

混 

キュウビクル 

清水貯蔵タンク（10ｍ3） 

水タンク 

8000Ｌ 

コンプレッサー 

バッチャプラント 

B 

Ｃ１ 

100ｔ 

 

事務所 

１F 

 受付 

 応接間 

 試験室 

（82ｍ3） 

２F 

事務所 

 （82ｍ3） 

G ストックヤード 

180ｍ3 

 

出入口 

 

 前 

面 

道 

路 

4ｍ 
中和装置 

骨材受け入れホッパ 

集水槽 30ｍ3 

（洗車設備） 

上澄み水最終処理槽 各 63ｍ3 

 
再生砕石製造設備 

C：セメント 

G：粗骨材 

S：細骨材 

B：ベルトコンベア 

混：混和剤 

1F 

 運転手 

 控え室 

2F 

 会議室 

 

出入口 
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４．主要材料 

 種類（銘柄） 生産者又は産地 

セメント 

普通ポルトランドセメント 

（トクヤマセメント） 

(株)トクヤマ 

山口県周南市 

早強ポルトランドセメント 

（トクヤマセメント） 

(株)トクヤマ 

山口県周南市 

高炉セメント B 種 

（トクヤマセメント） 

(株)トクヤマ 

山口県周南市 

中庸熱セメント 

（トクヤマセメント） 

(株)トクヤマ 

山口県周南市 

骨材 

細骨材 

（山砂） 
千葉県君津市 

粗骨材 

（砕石２００５） 

栃木県佐野市 

栃木県栃木市 

混和剤 

AE 減水剤 

（標準形・フローリック S） 

（遅延形・フローリック R） (株)フローリック 

名古屋市港区 高性能 AE 減水剤 

（標準形・フローリック SF500S） 

（遅延形・フローリック SF500R） 

高性能 AE 減水剤 

（標準形・シーカ ビスコンクリート 1100NT） 

（遅延形・シーカ ビスコンクリート 1100NTR） 

シーカジャパン(株) 

神奈川県平塚市 

フローリック AE 

（空気連行剤） 

(株)フローリック 

名古屋市港区 

水 
上水道水以外の水 地下水（自社） 

回収水 上澄み水（自社） 
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５．設備 

（１）主要製造設備 

工程名 
製造設備の名称 

（形式・銘柄等） 

公称能力 

（容量・精度等） 
台数 

資 材 

セメントサイロ 
100ｔ 3 

30ｔ 1 

貯蔵ビン 
9ｍ3 3 

5ｍ3 1 

コルゲートサイロ 

（円筒型銅板製） 

粗骨材用 
200ｍ3 2 

50ｍ3 1 

細骨材用 200ｍ3 3 

ストックヤード 粗骨材用 180ｍ3 1 

グランドホッパー 8ｍ3 1 

ターンヘッド 自動旋回シュート 1 

骨材貯蔵ビン 

Ｇ１ 29ｍ3 1 

Ｇ２ 13ｍ3 1 

Ｇ３ 18ｍ3 1 

Ｇ４ 13ｍ3 1 

Ｓ１ 18.5ｍ3 1 

Ｓ２ 26.5ｍ3 1 

清水槽 
（鋼板四角型） 10ｍ3 1 

（ポリ円柱型） 8ｍ3 1 

ヘッドタンク（鋼板製） 
上澄み水：0.3ｍ3  1 

地下水：2.0ｍ3 1 

集水槽 30ｍ3 1 

上澄み水槽 63ｍ3 1 

 

混和剤タンク（ポリ製） 

 

ＡＥ減水剤 8000L 1 

  予備  4000L 1 

高性能ＡＥ減水剤 6000L 2 

ＡＥ剤 3000L 1 

資 材 

輸 送 

受入ベルコン 250t/H 1 

シャトルベルコン 250t/H 1 

引出しベルコン 500t/H 1 

供給ベルコン 500t/H 1 

ルーツブロワー 80t/H 2 

圧送管 150A 4 

ロータリーフィダー 
80t/H・1.5kw 3 

70t/H・1.5kw 1 

揚水ポンプ 5.5kw 1 
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工程名 
製造設備の名称 

（形式・銘柄等） 

公称能力 

（容量・精度等） 
台数 

計 量 

計量器 

混和剤（AE 1.2.3.4）20g～30kg 1 

混和剤（AE 5）20g～20kg 1 

水（1.2）0.5kg～600kg 1 

セメント（Ｃ1.2.3.4）1kg～1500kg 1 

粗骨材（Ｇ1.2）5kg～3500kg 1 

粗骨材（Ｇ3.4）5kg～3500kg 1 

細骨材（Ｓ1.2）5kg～3000kg 1 

表面水補正装置 
細骨材 0％～19.9％ 2 

粗骨材 0％～19.9％ 4 

容量変換装置 
0.01ｍ3～99.99ｍ3 0.01ｍ3ステップ 

一車分均等分割 
1 

計量印字記録計 M7000 1 

練混ぜ 

水平二軸形強制練りミキサ 2.75ｍ3（160ｍ3/h） 1 

ミキサタイマー 最大設定 0～99.9 秒 1 

ミキサ投入シュート プレミックス方式 6.0 ㎥ 1 

コンクリートホッパー － 1 

バイブレーター 0.4kw 1 

高圧洗浄ポンプ 3.7kw 1 

 



 

  - 7 -  

 

（２）主要試験検査設備 

工程名 
主要試験検査設備の名称 

（形式・銘柄等） 
公称能力 基数 

骨 材 

試 験 

標準ふるい 
25・20・15・10・5・2.5・1.2・ 

0.6・0.3・0.15mm・受皿 
各 1 

微粒分量試験用ふるい 0.075 mm 1 

木枠ふるい 4.75 mm（木枠） 1 

単位容積質量測定器具 
細骨材（2L）マス 

粗骨材（10L）マス 

1 

1 

表乾状態検査器具 

（ﾌﾛｰｺｰﾝ及び突き棒） 
規格品 1 式 

メスフラスコ 500mL 2 

チャップマンフラスコ 500mL 3 

粗骨材表面水率容器 200×200mm 1 

粗骨材密度測定器具 
鋼カゴ 3 mm 

ホーロータンク 

2 

1 

電気乾燥器 200V・200℃ 1 

駒込ピペット 2mL 1 

有機不純物試験器具 標準色見本 1 

試料分取器 
細骨材用 10mm 

粗骨材用 25mm 

1 

1 

デシケーター 円形ガラス製 1 

密度計 1.0～1.2 1 

ホーローバット 

（大）450×300×70mm 

（中）330×240×50mm 

（小）220×170×30mm 

4 

2 

5 

アルミバット 220×160×25mm 5 

ポリビーカー 1000mL・500mL 各 1 

メスシリンダー 1000・500・200・100・10mL 各 1 

広口ビン 500mL 2 

ポリロート φ90mm 1 

ひしゃく 2.5L 1 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

試 験 

試験練り用ミキサ 水平二軸型強制練りミキサ（60L） 1 

練り舟 

900×600×150mm 

550×400×150mm 

640×320×160mm 

1 

1 

1 

一輪車 深型 4 

スランプ試験器 規格品 3 組 

エアメータ 7L 4 組 

ハンドスコップ 丸型 4 

仕上げゴテ 小 2 
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工程名 
主要試験検査設備の名称 

（形式・銘柄等） 
公称能力 基数 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

試 験 

養生水槽 
1230×3170×690mm 

（約 2.69ｍ3） 
1 

恒温水供給装置 3 ㎥用 1 

供試体成形用器具 
φ100×200mm 

一体型 
99 

キャッピング用ガラス 150×150mm 80 

キャッピング用セルロイド 150×150mm 100 

スランプフロー 試験用平板 800×800mm 1 

水準器 300×50×21mm 3 

型枠脱型機 一式 1 

研磨機 一台 1 

圧縮試験機 ｱﾑｽﾗｰ型 最大荷重 2000KN 1 

供試体つかみ具 
（短） 

（長） 
100×200mm 用 

1 

1 

角スコップ 大・小 各 2 

木槌 中 4 

※塩化物含有量検知紙 

カンタブ（低濃度品） 
0.008～0.07％ 1 

※塩化物含有量検知紙 

カンタブ（標準品） 
0.05～0.50％ 1 

秤類 
上皿電子天秤 6000g～0.1g 一式 

電子天秤 61kg～1g 一式 

薬品類 
精製水 500mL 1 

水酸化ナトリウム 500mL 1 

その他 

キャリブレーション装置 － 2 組 

練りさじ・なべ － 各 1 

ストップウォッチ 
9 時間 59 分 59 秒 

（1/100 秒） 
2 

デジタル温度計 
250～－50℃ 

（0.1℃） 
3 

最高・最低温度計 50～－40℃ 1 

寸法測定機（デジタル） 
0.01～300mm 

最小読み 0.01mm 
1 

プロトラクター 
角度計 

最小目盛り 0.1° 
1 

平面度検査器 

ダイヤルゲージ 

0.001mm 

架台・平面撥 

1 組 

標準用温度計 
50～0℃ 

（0.1℃） 
1 

標準用Ｉ形直角定規 100mm（JIS1 級） 1 

寸法測定機（標準用） 
0.05～300mm 

最小読み 0.05mm 
1 
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６．製造工程 

 

セメント 細骨材 上澄み水 混和剤 粗骨材 

  

 

 

 

荷卸し 
品質検査 貯蔵 

数量検査を主と 

した品質検査 

品質検査を主と 

した数量検査 
滞留 

運搬 計量 

加工 

水質検査 

上澄み水層 

AD1   AD2   AD3   AD4   AD5 

C1  C4  C2  C3 

C1    C4   

S1     S2 

S1     S2     S3 

G1     G2     G3      

G1     G2     G3 

プラント 

貯蔵ビン 

プラント 

貯蔵ビン 

受入検査 受入検査 

受入検査 

ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ ﾊﾞﾗﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 

受入垂直ﾍﾞﾙｺﾝ 

供給垂直ﾍﾞﾙｺﾝ 

水質検査 

計量 

計量 計量 計量 

計量 

練混ぜ性能検査 

設備検査 

・動荷重 

・静荷重 

・付帯設備 

練混ぜ 

プラント 

貯蔵ビン 

地下水層 

計量 

0点確認 

計量確認 

圧送 

工程検査 

ﾙｰﾂﾌﾞﾛﾜｰ 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎｯﾊﾟｰ 工程検査 製品検査 運搬 

ﾄﾗｯｸｱｼﾞﾃｰﾀ 

（ 凡 例 ） 

地下水 

C2    C3   
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７．品質管理 

（１）工程管理 

品質特性 細骨材の粒度 粗骨材の実積率 骨材の表面水率 

検査項目 粗粒率（FM） 実積率 細骨材 粗骨材 

検査頻度 
１回以上／週 

その他異常を認めた時 

１回以上／週 

その他異常を認めた時 

1 回以上／午前 

1 回以上／午後 

但し、１日の出

荷が 400 ㎥以上

の時は回数を増

やす。 

又、午前・午後

どちらかの出荷

がない時は、 

1 回／日もある 

雨天時等 

必要時 

判定基準 2.60±0.20 60.0±2.0％ 10％以下 0.3±0.3％ 

記録 試験日報 試験日報 試験日報 試験日報 
 
 

品質特性 計量器の動荷重検査 

検査項目 日常検査 定期検査 

検査頻度 毎バッチ １回以上／月 

判定基準 自動検証 

 

 

種類 許容差（％） 

セメント ±1 

骨材 ±3 

水 ±1 

混和剤 ±3 

 計量の差の計算は、次の式

によって行い、四捨五入によ

って整数に丸める。 
 

𝑚0 =
𝑚2 − 𝑚1

𝑚1
× 100 

 

ここで 𝑚0：計量誤差（％） 

                𝑚1：目標とする 

１回計量分 

                𝑚2：量りとられた 

計量値 

記録 製造記録表 計量器動荷重検査表 
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品質特性 圧縮強度 スランプ 

検査項目 精密検査 目視検査 精密検査 

検査頻度 1 回以上／日 毎バッチ 
１回以上／午前 

１回以上／午後 

判定基準 呼び強度以上 

下表の範囲を合格とする 

スランプ 

（cm） 

管理目標値（cm） 許容差

（cm） 常用期 夏期 

8 以上 

18 以下 

指定値 

＋２ 

指定値 

＋３ 
±2.5 

21 
指定値 

＋２ 

指定値 

＋３ 

±2.5 

※ 

※呼び強度 27 以上で、高性能の許容差±２cm 

とする 

記録 
試験日報 

圧縮強度管理図（工程） 
製造記録表 

試験日報 

スランプ管理図（工程） 
 
 

品質特性 空気量 コンクリートの温度 コンクリートの容積 

検査項目 精密検査 精密検査 日常検査 

検査頻度 
１回以上／午前、１回以上／午後 

スランプの実測と同時に行う 

１回以上／午前 

１回以上／午後 
毎バッチ 

判定基準 

下表の範囲を合格とする(％) 

コンクリート

の種類 

管理目標

値 
許容差 

普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

指定の

ない 

場合 

4.5＋0.5 

(5.0) 

±1.5 

指定の

ある 

場合 

指定値 

＋0.5 

 

5℃以上 

38℃以下 

コンクリートホッ

パーの容積チェッ

ク目盛りにふれて

いること 

記録 
試験日報 

空気量管理図（工程） 
試験日報 製造記録表 
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（２）製品管理 

品質管理 スランプ 空気量 

検査頻度 
強度用試験採取時（１回以上／150 ㎥）

及び必要のある場合 

強度用試験採取時（１回以上／150 ㎥）

及び必要のある場合 

判定基準 

スランプの許容差（cm） 

※呼び強度 27 以上で、高性能は 

±2cm とする 

スランプ 許容差 

8 以上 18 以下 ±2.5 

21     ±1.5 ※ 

空気量の許容差（％） 

区分 空気量の許容差 

普
通 

コ
ン
ク
リ
ー
ト 

指定の 

ない場合 
4.5±1.5 

指定の 

ある場合 
指定値 

±1.5 
 

記 録 
試験日報 

スランプ管理図（製品） 

試験日報 

空気量管理図（製品） 
 
 

品質特性 圧縮強度 

検査頻度 

(1) ロットの大きさは購入者と協議をして決定する。但し、原則として呼び強度別

に 150 ㎥に 1 回以上行い、3 回の試験を 1 ロットとして判定する。 

(2) 規格品については、購入者に関係なく、呼び強度別に出荷累積 150 ㎥毎に 1 回

以上検査する。但し、出荷量の少ないものは 1 年で 1 ロット判定ができるもの

とする。 

判定基準 

製品規格による。 

(1) 1 回の試験結果は、購入者が指定した呼び強度の強度値の 85％以上でなけれ

ばならない。 

(2) 3 回の試験結果は、購入者が指定した呼び強度以上でなければならない。 

記 録 
試験日報 

圧縮強度管理図（製品） 
 
 

品質特性 コンクリートの容積 コンクリートの温度 

検査頻度 
1 回／月及び必要がある時 

但し、原則として工場出荷時に行う。 
強度試験用試料採取時及び必要のある場合 

判定基準 
コンクリートの容積は、納入書記載数

量以上（101.5±1.5％）であること 

(1) 購入者より最高又は最低温度の指定が

あった場合は、その指定温度の範囲内

にあること。 

(2) 指定のない場合は、5℃以上 38℃以 

の範囲にあること。 

記録 コンクリート容積検査表 試験日報 
 
 

品質特性 レディーミクストコンクリートの塩化物含有量 

検査項目 精密検査 

検査頻度 1 回／月又は、購入者と協議の上決定する。 

判定基準 
塩化物イオン（Ｃｌ－）量として 0.30kg／㎥以下 

但し、購入者の指定を受けた場合は、指定値以下であること。 

記 録 コンクリートに含まれる塩化物含有量試験表 
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８．日本産業規格適合認証書 
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９．品質管理監査合格証 
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１０．大臣認定書（高強度コンクリート） 
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１１．校正証明書（耐圧試験機） 
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１２．コンクリート主任技士・技士登録証 
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